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の概要 

本研究は、センサネットワークのエッジコンピューティングでのセンサ情報の前処理等

により、センサネットワークシステム必要なデータだけを抽出して、通信データの削減と

有効配置（クラウド、エッジ、端末）を行うことであり、センサネットワークで必要とさ

れる発生頻度の非常に少ない事象の検出を、高精度かつ省電力で実現するための基本研究

を行った。 

今回は、パイナップル畑のドローンを活用した生育モニタシステムを想定しての検討を

行った。ニューラルネットワークとしては、ドローン搭載ボード上の組込み AIボードと

エッジサーバ上に構築する詳細解析用AIからなる階層 AIネットワーク構成とした。 

ドローンに搭載されたボードで、パイナップル畑の撮影画像（10m～15m の高高度）か

ら、正常にパイナップルに生育したものを抽出するAIを SSDモデルで設計を行った。 

正常以外の対象物としては、病変等については、病変発生サンプルの入手が困難なので 

※ 次ページに続く 
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